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し
て
協
議
す
る
こ
と
を
両
者
で
合

意
し
ま
し
た
。
市
に
と
っ
て
有
効

な
跡
地
利
用
と
な
る
よ
う
協
議
を

進
め
ま
す
。

問　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
す
意
向

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

多
く
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
場

所
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
す

こ
と
も
球
団
と
市
と
の
共
通
認
識

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

移
転
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

球
場
は
土
地
を
含
め
球
団
側

の
所
有
で
あ
る
た
め
取
得
す
る
場

合
、
土
地
の
取
得
費
用
は
約
15
億

円
で
、
建
物
の
取
得
や
新
た
な
建

物
の
設
置
に
は
さ
ら
に
費
用
が
発

生
し
ま
す
。
ま
た
、
球
場
を
現
状

問　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ
谷
ス
タ

ジ
ア
ム
へ
の
交
付
金
の
実
績
及
び

算
出
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　

野
球
場
誘
致
建
設
助
成
金
は

平
成
７
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
５

億
円
、
施
設
奨
励
金
は
平
成
９
年

度
か
ら
の
５
年
間
で
約
３
億
８
千

問　

市
内
の
学
校
施
設
の
断
熱
性

能
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

施
設
の
多
く
は
、
昭
和
40
年

代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
建
築
し

た
建
物
で
あ
り
、
建
築
物
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
の
適
用
以
前
に
建
築
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
次
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
準
に
適
合
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
断
熱
性
能
を
有
し

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
を

卒
業
し
た
後
の
進
路
先
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

進
路
先
は
県
内
公
立
高
校
、

通
信
制
高
校
、
特
別
支
援
学
校
の

職
業
科
や
普
通
科
が
あ
り
ま
す
。

問　

こ
れ
ま
で
市
内
に
特
別
支
援

問　

中
学
校
の
生
徒
数
の
推
移
を

伺
い
ま
す
。

答　

過
去
10
年
間
で
最
も
多
い
生

徒
数
で
あ
っ
た
、
平
成
27
年
５
月

１
日
現
在
で
は
、
２
千
830
名
で
し

た
が
、
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在

で
は
、
平
成
27
年
と
比
較
し
、
271

名
減
少
し
て
い
ま
す
。

問　

部
活
動
を
理
由
に
学
校
を
選

択
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

問　

市
長
の
予
算
編
成
に
対
す
る

決
意
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
の
財
政
状
況
は
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な

挑
戦
を
し
な
い
限
り
、
抜
本
的
な

改
善
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
に

は
、
北
千
葉
道
路
の
早
期
事
業
化

や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
な
ど
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
進

出
や
子
育
て
世
代
の
流
入
が
促
進

さ
れ
、
税
収
増
や
雇
用
創
出
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う

問　

路
線
ご
と
の
要
望
及
び
課
題

に
対
す
る
検
討
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

東
線
、
東
線
２
、
南
線
は
時

刻
表
の
精
査
や
ル
ー
ト
の
延
伸
を
、

西
線
、
西
線
２
は
バ
ス
車
両
の
変

更
、
支
払
い
機
器
の
導
入
、
ル
ー

ト
の
変
更
や
延
伸
等
を
検
討
し
ま

し
た
。
全
路
線
共
通
の
課
題
で
は
、

バ
ス
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
検
討
し
ま
し
た
。

問　

新
た
な
運
行
計
画
に
お
け
る

新
ル
ー
ト
を
伺
い
ま
す
。

答　

西
線
は
北
初
富
駅
付
近
を
経

問　

北
千
葉
道
路
を
地
下
化
す
る

こ
と
で
鎌
ケ
谷
区
間
の
一
般
部
の

側
道
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
道

路
が
ス
リ
ム
に
な
り
、
ま
た
、
難

工
事
と
な
る
京
成
車
両
基
地
の
上

を
通
過
す
る
一
般
部
を
作
ら
な
く

問　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
井
戸
水
を

飲
用
し
て
い
る
住
民
の
血
液
検
査

の
結
果
と
市
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　

検
査
を
受
け
た
10
名
の
う
ち

９
名
か
ら
全
米
科
学
工
学
医
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
指
標
値
で
あ
る
、
７

種
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
合
計
値
が
血
液

問　

施
設
カ
ル
テ
の
先
行
公
開
は

可
能
か
伺
い
ま
す
。

答　

市
は
施
設
カ
ル
テ
を
策
定
し

て
い
な
い
た
め
、
公
開
は
困
難
な

状
況
で
す
が
、
そ
の
基
本
項
目
は

鎌
ケ
谷
市
市
有
建
築
物
長
寿
命
化

計
画
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

近
隣
市
が
施
設
カ
ル
テ
を
策

の
ま
ま
利
用
す
る
に
は
維
持
管
理

費
で
年
間
約
６
千
万
円
、
大
規
模

修
繕
費
で
１
億
円
超
等
の
経
費
を

要
す
る
た
め
市
が
直
接
取
得
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
な
お
、
球
団

と
の
意
見
交
換
で
は
、
将
来
の
跡

地
利
用
に
は
市
の
意
向
を
確
認
し

つ
つ
、
今
後
球
団
と
市
と
で
継
続

394
万
４
千
円
支
出
し
て
い
ま
す
。

施
設
奨
励
金
の
算
出
根
拠
は
、
固

定
資
産
税
並
び
に
特
別
土
地
保
有

税
に
相
当
す
る
額
の
全
部
と
な
り

ま
す
。

問　

施
設
奨
励
金
の
算
出
根
拠
を

基
に
す
る
と
、
５
年
間
で
４
億
円

問　

施
設
へ
の
断
熱
性
能
を
高
め

る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
生
活
環
境

及
び
学
習
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
が
、
断
熱
改
修
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

断
熱
改
修
に
は
、
多
額
の
費

用
を
要
し
、
財
源
の
確
保
が
課
題

と
な
り
ま
す
が
、
断
熱
改
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
が
向
上
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
校
が
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

を
伺
い
ま
す
。

答　

千
葉
県
は
、
県
立
の
特
別
支

援
学
校
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、

国
の
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
特
別
支
援

学
校
の
新
設
は
、
用
地
や
設
備
、

人
材
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
保
護
者
か
ら
は
市

内
へ
の
設
置
要
望
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
児
童
生
徒
の

実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
千
葉
県

の
実
施
す
る
各
種
調
査
等
に
対
し

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

答　

鎌
ケ
谷
中
学
校
以
外
の
４
校

で
あ
れ
ば
、
部
活
動
を
理
由
に
学

校
を
選
択
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

問　

部
活
動
を
理
由
に
学
校
を
選

択
で
き
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
ま
す
か
。

答　

小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
を
理
由
と
し
た
学
校
選
択

制
に
関
す
る
直
接
の
記
載
は
あ
り

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
の
第
２
の
発
展
期
と

考
え
る
今
、
令
和
８
年
度
予
算
編

成
は
、
市
に
と
っ
て
大
き
な
飛
躍

と
未
来
を
つ
か
む
た
め
の
変
革
や

挑
戦
と
な
り
、
重
要
な
も
の
に
な

る
と
認
識
を
し
て
予
算
編
成
に
臨

ん
で
い
き
ま
す
。

由
し
、
初
富
保
健
病
院
前
へ
と
変

更
し
、
西
線
２
と
の
重
複
区
間
を

廃
止
す
る
ル
ー
ト
に
し
ま
す
。
ま

た
、
西
線
２
は
新
鎌
ケ
谷
地
区
ま

で
延
伸
し
、
北
初
富
駅
付
近
の
ル

ー
ト
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺

い
ま
す
。

答　

鎌
ケ
谷
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
承
認
後
、
バ
ス
事

業
者
が
国
に
認
可
変
更
の
手
続
を

行
い
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
運
行

し
ま
す
。

て
も
よ
い
の
で
、
工
費
、
工
期
と

も
大
き
く
節
約
で
き
、
現
計
画
の

工
費
の
５
分
の
４
で
済
む
と
い
う

概
算
が
あ
り
ま
す
が
、
工
法
の
違

い
に
よ
る
工
費
、
工
期
だ
け
で
な

く
、
市
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

議
員
か
ら
の
提
案
や
発
想
は

都
市
計
画
決
定
や
環
境
影
響
評
価

と
は
設
計
速
度
や
車
線
数
が
異
な

り
、
比
較
の
論
拠
に
な
り
得
な
い

と
考
え
ま
す
。
早
期
に
供
用
さ
れ

る
に
は
経
済
性
も
非
常
に
重
要
な

要
素
で
す
の
で
、
現
計
画
で
進
め

る
こ
と
が
最
善
と
考
え
ま
す
。

１
㎖
当
た
り
20　
ng
を
超
え
る
値
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
に
不
安

を
感
じ
る
住
民
に
は
、
市
の
保
健

師
が
直
接
訪
問
し
、
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

下
総
航
空
基
地
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

濃
度
軽
減
工
事
に
至
っ
た
の
は
、

定
し
て
い
る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　

施
設
カ
ル
テ
は
施
設
の
基
本

情
報
、
財
務
情
報
、
利
用
状
況
、

劣
化
状
態
な
ど
を
可
視
化
し
、
現

状
を
客
観
的
に
把
握
し
て
課
題
や

改
善
点
の
判
断
指
標
と
す
る
も
の

で
、
市
民
に
も
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
策
定
し
た
と
伺
っ
て
い

程
度
の
税
収
は
市
に
と
っ
て
大
き

そ
う
で
す
。
市
が
施
設
及
び
土
地

を
買
い
取
る
意
向
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答　

土
地
の
取
得
費
用
で
約
15
億

円
、
建
物
の
取
得
や
維
持
管
理
等

に
つ
い
て
も
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
市
が
直
接
取
得
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

の
省
力
化
が
図
ら
れ
、
脱
炭
素
化

や
光
熱
水
費
の
削
減
に
も
有
効
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
断
熱
改

修
工
事
に
よ
る
効
果
や
実
施
方
法

等
を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ま
せ
ん
が
、
配
付
時
に
部
活
動
を

含
め
様
々
な
理
由
で
、
学
校
を
選

択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
を

担
任
か
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
よ
る
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
の
移
転
意
向
表
明
に
つ
い
て　
　
　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
の

移
転
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
小
中
学
校
施
設
の
断
熱
改
修
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
障
が
い
児（
者
）教
育
の 

現
状
と
課
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

鎌
ケ
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

「
き
き
ょ
う
号
」
運
行
計
画
に
つ
い
て

北
千
葉
道
路
地
下
化
の
是
非
に
つ
い
て

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
公
害
対
策
を
巡
る
３
つ
の

対
応
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て

勝
　
又
　
　
　
勝
　
議
員

德
　
野
　
　
　
涼
　
議
員

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

針
　
貝
　
和
　
幸
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

森
　
谷
　
　
　
宏
　
議
員

伊
　
藤
　
　
　
仁
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

水
　
町
　
元
　
大
　
議
員

市
や
住
民
等
の
熱
心
な
取
組
の
成

果
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
市
の
取

組
の
方
向
性
を
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

安
全
な
飲
用
水
の
恒
久
的
な

供
給
が
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
軽
井
沢
地
区
の
上
水
道
敷

設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

原
因
究
明
が
進
む
中
で
、
国
と
の

協
議
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
す
。

問　

市
民
に
情
報
を
見
え
る
化
す

る
こ
と
が
次
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

出
発
点
と
考
え
ま
す
が
、
施
設
カ

ル
テ
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
８
年
度
に
予
定
し
て
い

る
鎌
ケ
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
見
直
し
の
際
に
、
施
設

カ
ル
テ
の
策
定
を
含
め
、
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

鎌ケ谷市の街並み鎌ケ谷市の街並み

学校選択制のリーフレット学校選択制のリーフレット

※�中学生版キッズページもあります。※�中学生版キッズページもあります。

　

子
ど
も
た
ち
に
市
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
「
実
際
に
あ
っ

た
市
議
会
ス
ト
ー
リ
ー
」
や
「
市
議

会
で
の
話
し
合
い
」「
市
議
会
Ｑ
＆

Ａ
」
な
ど
に
項
目
を
分
け
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ


